
平成 28年 7月 28日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム今山／すまいるホーム青葉／すまいるホーム青葉・二番館の職員合同ですまいるホーム
青葉のご利用者様の事例に基づいて本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス タ ッ フ の 声 

 

●利用者様、職員のお互いの迷いや悩みが交わった時が本当にその人らしさの生活だろうと思います。 
 そのためのヒントを西村先生に気づかせて頂く、それも楽しく、やってみようと職員を引き出される。
相手を知る事、想像する事がより一層楽しくなりそうです。 

 
 
●今回の研修に参加して認知症という病気にとらわれる事無く、その人らしい“その人”を見ること、
知ることが大切だと改めて学ぶことが出来ました。 

 
 
●利用者様をきちんと理解し、コミュニケーションを取り、会話するだけでなく、手に触れるなどの身
体的なコミュニケーションも心がけるようにしたいと思います。 

 
 
●利用者様 １ 人についてのカンファレンスを行い、自分では気づかないことをほかの職員や施設の
方が言っていてとても勉強になりました。もっと、利用者様のことを知らないといけないと思いまし
た。 

 
 
●利用者様に言葉かけはしていると思いますが、それがコミュニケーションではない様に思いました。
もっと、コミュニケーションを取れるようにしていきたいと思いました。 

 
 


